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１．はじめに 

 このレポートでは、留学初日、大学での暮らし、ESLクラス、FISファミリーとの交流、

おわりに、という順で書きます。 

 

２．留学初日 

 留学初日は、ハプニングがありスムーズにいきませんでした。東京駅から成田エクスプレ

スに乗ろうとしたところ、千葉県が大雨により運航できなくなり、臨時のバスで成田空港へ。

また、アメリカでは入国審査に時間がかかり、当初予定していたフライトの時間に間に合い

ませんでした。なんとか次のフライトのチケットが取れたので、無事に待ち合わせの空港へ

行くことできました。大学についたのは午前 1時だったので、とても眠かったです。 

 

３．大学での暮らし 

 寮から教室・食堂まで距離があり、最初は疲れました。敷地内には、リスがいるので驚き

ました。リスには毎日癒されていました。大学では、毎日様々なイベントがありました。私

は、スポーツの観戦が一番楽しかったです。特に、アメフトと男子バスケです。観客やチア

リーディング・マーチングバンドなど大勢いて、大迫力でした。 

 

４．ESLクラス 

 ESL クラスは 2 つに分かれました。１ヶ月だけ３つに分かれたこともありました。ESL

クラスには、中国・韓国・サウジアラビアの生徒がいました。途中、メキシコの生徒が来ま

した。授業は、ペアワークがほとんどで、すぐに仲良くなることができました。空き時間に、

韓国語を教えてもらったり、日本語を教えたりしていました。誕生日には、クラスメイトか

らプレゼントをもらい、とてもうれしかったです。 

 

５．FISファミリーとの交流 

 私の FISファミリーは、Hornerさんという人でした。彼らは、とても優しく、いろいろ

なところへ連れて行ってくれました。Thanks giving dayでは、turkeyや pumpkin pie

など、アメリカの食や生活を体験することができて良かったです。 

 

６．おわりに 

 私は、この留学に行くことができて本当に良かったと思いました。様々な国の人達と出会

い、そして何より仲良くなれたことが、とても嬉しかったです。彼らと会えたことで、彼ら



の出身国や言語などに興味を持つことができました。また、英語の勉強をさらに頑張ろうと

いう気持ちになりました。留学費用や国際情勢で迷っている人は多いと思います。しかし、

この機会は、とても貴重で掛け替えのないものとなります。ぜひ留学を前向きに考えてみて

ください。 

この留学に関わる先生方、事務の方々、このような機会を与えていただき、ありがとうご

ざいました。 


